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研究成果の概要（和文）：　本研究では、優れた高校道徳授業を行っている茨城県で、道徳授業における教師・
生徒の言説分析を行い、その結果から討議型道徳授業の改善と動画教材開発を行った。
　動画教材「みんなの桜の木」は、討議型道徳授業のモデル教材となる教材であり、実際の道徳授業でその教育
的効果が検証された。さらに動画教材と活字教材を比較・検討した。その結果、多くの生徒は動画教材が分かり
やすいと答えたが、一部の生徒は動画教材に対して否定的評価をした。彼らに対しては、担任によるインタビュ
ー調査を行った。その結果、生徒たちは動画教材に興味を示しながらも、活字教材の方が想像力を広げられる点
を評価していることが分かった。

研究成果の概要（英文）：In Ibaraki that performed superior high school moral education, I analyzed 
the verbal explanation of a teacher and the student in the morality class. In this study, developed 
improvement and the video teaching materials of the discussion type morality class. Therefore the 
video teaching materials made "the cherry tree of all" and inspected the educational effect by the 
morality class. Furthermore, I performed the comparison of the video teaching materials and the 
printing type teaching materials. As a result, many students replied that the video teaching 
materials were plain. But some students replied that the printing type teaching materials be easy to
 understand. I investigated the interview by the class teacher for them. According to the study 
method of the Hermeneutik, they evaluated the point where imagination was opened by the printing 
type teaching materials.

研究分野：道徳教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　茨城県の高校道徳授業は、その規模や広がりの点で全国的に最も優れた教育実践の事例と見なされる。中でも
高校2年生向けの「道徳プラス」では、討議型道徳授業と協働型道徳授業を展開している。
　本研究は、茨城県の教師・生徒に道徳授業における言説分析を行い、討議型道徳授業の授業改善と教材開発を
行ったものである。特に教材開発では、教育現場にまだ十分に普及していない動画教材を開発し、その教育的有
効性を確認し、動画教材の可能性と課題を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 高校道徳にとって注目すべきなのは茨城県の教育実践である。同県では、全国に先駆け平成 19
年度から全ての県立高校の１年生に道徳の授業を１単位（35 単位時間）必修化させ、名称を「道
徳」（テキスト『ともに歩む－今を、そして未来へ－』（茨城県教育委員会：2006））とし教育課
程に位置づけていたが、平成 28 年度からは高校道徳をさらに２年生にも拡大し、ホームルーム
活動として年間 10 時間の討議型道徳教育（「道徳プラス」（茨城県教育委員会：2016））を実施
している。こうした取り組みと類似したものとしては、平成 22 年度に埼玉県で道徳教材を活用
した学習を年間５回以上実施し、千葉県では平成 25 年度から高校１年生に特別活動の時間と総
合的な学習の時間等との連携による道徳授業を実施していた。東京都でも平成 25 年度に教育振
興基本計画として策定された「東京都教育ビジョン（第３次）」に基づき、道徳教育の充実のた
めの「道徳・奉仕（仮称）」活動を一般に広く普及させる教材が活用されている。 
しかし、全国的に見れば高校に特設の道徳授業を導入する動きはその後も広がってはおらず、
その実践事例の研究についても極端に少ない。先行研究としては兼松（兼松：2007）や西野（西
野：2012）の研究があるが、それらの研究においても高校における道徳授業の必要性を指摘して
いるもののいずれも提言に留まっており、実際のプログラム開発には至っていない。その点で、
高校の道徳教育に関する教育実践の試みとしては、茨城県が突出していたといえる。このような
学術的・実践的な背景から、本研究の目的は以下のように設定された。 
 
２．研究の目的 
 周知のごとく小・中学校の特別の教科道徳では「考え、議論する」道徳教育、中でも「合意形
成」を目指した討議型道徳教育の導入が検討されているが、近年、高校においても道徳及び討議
型授業の必要性が指摘されている。本研究では、全国に先駆けて平成 19 年に高校 1年生の道徳
授業を必修化し、さらに平成 28 年度からは高校 2年生で討議型道徳授業を導入し始めた茨城県
の実践に基づき、①特別活動と連携した討議型道徳授業の理論構築と授業開発を図る、②討議型
道徳授業を有効に行うために動画教材を活用した授業実践の可能性を論究することを目的に研
究を行う。本研究では、量的研究に加え質的研究を取り入れ、高校における討議型道徳教育の授
業理論と授業方法のモデルを構築し、全国の高校での討議型道徳授業の展開を促進する。 
 
３．研究の方法 
 平成 29 年度は、これまでの討議型道徳プログラムの再検討を行い、新たなプログラムを再構
築し、特定の高校のホームルーム活動で実践し、量的分析だけでなく、質的分析である「解釈的
アプローチ」に基づいて新しい授業方法論を確立し、動画教材を試作する。平成 30 年度は、実
践する対象高校を拡大し、引き続き量的・質的分析を継続する。動画教材を使った討議型道徳授
業を対象校で行い、その効果を分析し、動画教材の改訂とさらに複数の教材も作成する。平成 31
年度は、過去 2年間の研究成果に基づいて討議型道徳授業の理論構築を行い、それによる新しい
道徳授業プログラムを、教員養成課程の学生と茨城県の県立高校の教員に対して実施し、授業方
法のモデルを確立する。これらの研究成果は学会発表・研究論文や報告書を通して広く公開する。 
 
４．研究成果 
 本研究では、高等学校（以下、高校）の道徳教育の実践が全国的に最も進んでいる茨城県を研
究対象にして教師・生徒の言説分析を行い、その結果に基づいて討議型道徳授業の方法と教材開
発を行った。特に ICT 機器と動画教材を活用した新たな教育方法の開発は本研究において重要
な研究テーマであった。 
まず最初に ICT 機器（タブレット端末）を活用した協働学習方法の実践的論究を茨城大学の



1 年生の教養科目「討議活動によるアクティブ・ラーニングの実践」において行った。この科目
では、タブレット端末の動画アプリを活用して現代の社会問題を取り上げた報道番組をグルー
プによる協働活動で作成させ、プレゼンテーションさせた。さらにこうした協働活動を県立高校
（Ａ高校、Ｂ高校：両校とも進学校である）においても実施し、その教育的効果を検証した。 
次に茨城県の県立高校２年生の必修科目「道徳プラス」の動画教材の開発を行った。討議型道
徳授業のモデル教材「みんなの桜の木」（小川：2018）は、道徳プラスの授業で使用することを
想定して作成したものである。同教材は活字教材だけではなく、以下のように動画教材も作成し
た。 
 
（1）「みんなの桜の木」の動画化 
「みんなの桜の木」の映像教材化を単なる映像だけの動画ではなく、PowerPoint を活用し、
画像と文字を組み合わせたデジタル紙芝居風の「フォトムービー」形式の資料作成を試みた
（2019 年 7 月 27 日に You Tube にアップロードした）。それが以下の図１～6である。 
図１                  図２           

 
図３                   図４ 



図５                  図６ 

 
 この教材「みんなの桜の木」の活字版と動画版を、実際に県立 A 高校の道徳プラスの授業で
使用して頂き、生徒にアンケート調査を実施し、js-STAR による直接確率計算（１×２）による
量的分析を行い、その教育的有効性を確認した。こうした一連の研究の成果は、小川哲哉・高橋
麻理・長島利行「高校道徳における動画教材開発に関する研究」日本教育メディア学会研究委員
会編『日本教育メディア学会研究会論集』（2019 年 7 月 6 日Web 掲載、1～6頁）に掲載されて
いる。また、この授業では質的分析として生徒たちの言説分析も行っている。具体的な分析手法
としては、動画教材に対して否定的な評価を行った 2 名の生徒に対して授業担当の教員による
インタビュー調査を実施した。彼らの言説の解釈的アプローチの結果では、生徒たちは動画教材
に興味を示しながらも、活字教材の方が想像力を広げられる点を評価していることが分かった。 
 さらにこの動画教材を使って、茨城県道徳教育推進教師向けのセミナーでは全県立高校の教
員 100 名に模擬授業を行い、教育現場の高校教員の印象と評価をアンケート調査で明らかにし
た。その結果、多くの教員たちが動画教材の教育的効果に期待していることが統計的検定で明ら
かになったが、自由記述には、動画における文字と絵とのバランスや、文字や音声ナレーション
の必要性等の意見も出された。これと同じような指摘は、先述した A 高校の生徒たちからも出
されており、動画教材作成の重要な課題として認識された。以上の研究成果は、小川哲哉「高等
学校の討議型道徳授業の理論と実践に関する研究－動画教材の教育的意義について－」（全学教
職センター編『茨城大学教育実践研究』第 38 号、2019 年 11 月）に掲載している。 
 
（2）結語的考察及び今後の課題 
 従来から指摘されているように、活字教材を使って討議型の話し合い活動を行う際の問題点
は、教材が持っている道徳的価値の対立構造や、登場人物らの関係性がすぐに理解できない場合
があることだ。授業を行う時には、活字による教材理解が容易に行えない生徒が少なからず存在
する。 
こうした問題を解消するための一方法として有効だと考えられるのが動画教材である。本研
究では、フォトムービー形式の動画教材を作成して、その教育的効果を検証したが、結果として
は生徒対象の調査だけではなく、教員対象の調査でも動画教材に対しては概ね良い印象が多か
ったように思う。また、活字教材とは違い、動画教材の方が内容の理解を容易にするとの感想も



多かった。 
一方で、改善策については既に指摘したように様々な意見が示された。先ず、絵の部分と活字
の部分とを分離したことについては、好意的な意見が多かったものの、細かいところを敢えて描
かなかった絵については、生徒個々人のイメージを膨らませるという意図がよく伝わっていな
い意見もあった。むしろより細部を鮮明にすべきとの意見や、実写や写真等の具体的な映像によ
る教材を求める意見もあった点には注意したい。さらに活字の部分の分量が多いことや、漢字に
ルビをふる必要性があるとの意見も何件かあった。個々の高校の学力レベルの違いもあり、今後
は教材作成する際の根本的な問題として再考する必要があるだろう。 
 さらに、今回の教員の調査で注目すべき点は、「音声」や「ナレーション」も必要ではないか
との意見である。このような意見はかなり多く、特に活字の部分に表示の際に、音声による朗読
を求める指摘もあった。本動画教材の作成に当たっては、細部を敢えて描かない絵や、文字画面
でも映すだけにして、生徒のイマジネーションの幅を広げさせる意図があったのだが、そのよう
な意図が、逆に文字理解が十分にできない生徒たちにはかえってネックになったのかもしれな
い。 
「画像と文字を同時に出し、紙芝居風にする」との指摘や、絵本のような作画に対する評価は、
生徒たちへのインタビュー調査でも指摘されており、生徒と教員の双方に共通する認識があっ
た点が興味深い。このような指摘を受けて、一画面の中に「絵」と「文字」を別々に表記し、い
わば絵本や漫画のような描き方をすること、さらにそれに音声ナレーションを入れた教材を作
成すれば内容理解がさらに容易になると考えられる。 
 以上の諸点については、今後の動画教材作成の課題として受け止めたい。 
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